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今
か
ら
百
三
十
年
余
り

前
の
明
治
五
年
、
時
の

政
府
は
「
こ
の
年
の
十

二
月
三
日
を
翌
六
年
の
一
月
一

日
と
す
る
」
と
太
政
官
布
告
し
、

旧
暦
を
新
暦
に
改
め
た
▼
突
然

切
り
替
え
た
の
だ
か
ら
、
相
当

の
混
乱
が
あ
っ
た
ろ
う
。
断
行

し
た
大
隈
重
信
や
福
沢
諭
吉
ら

は
大
い
に
非
難
さ
れ
た
ら
し
い

が
、
お
陰
で
欧
米
の
国
々
と
の

対
話
や
外
交
、
商
取
引
な
ど
が

軌
道
に
乗
っ
た
▼
旧
暦
の
太
陰

太
陽
暦
は
月
の
満
ち
欠
け
で
日

を
数
え
、
閏
月
を
置
い
て
調
節

し
た
。
そ
し
て
太
陽
暦
を
組
み

合
わ
せ
て
、
季
節
の
変
化
を
取

り
入
れ
た
。
か
つ
て
は
閏
月
が

あ
っ
て
、
立
春
が
旧
暦
の
十
二

月
に
巡
っ
た
▼
明
る
い
う
ち
は

昼
で
、
暗
く
な
れ
は
夜
。
卯
の

刻
や
酉
の
刻
は
日
の
出
、
日
の

入
り
に
合
わ
せ
て
、
長
い
短
い

が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
の
刻
み

方
は
も
う
誰
も
が
忘
れ
て
い
る

▼
二
十
四
気
節
で
区
切
れ
ば
、

今
は
立
秋
が
過
ぎ
て
処
暑
で
あ

る
。
夏
至
、
土
用
、
旧
盆
な
ど

と
い
う
言
葉
に
旧
暦
の
面
影
を

残
す
の
み
で
あ
る
が
、
国
政
選

挙
の
頃
を
白
露
初
候
と
い
う
。

２　シニアアドバイザー事業、大沢
野・細入合併協議会

３　商工会員優遇提携ローン
４　商工会訪問元気シリーズ、高卒

者の採用要請
５　商工会NEWS、アドバイス経営
６　経営指導員レポート、ワンポイ

ント税務
７　石綿障害予防規則、国勢調査、

全国むらおこし展、商業活性化
懇談会

８　９月各地イベント案内

介
や
融
資
に
必
要
な
会
員
証
明
書

の
発
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

県
連
合
会
で
は
、
今
後
さ
ら
に

ほ
か
の
金
融
機
関
と
も
提
携
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
八
頁
に
掲
載
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内

金
融
機
関
と
提
携
し
て
、
八
月
か

ら
県
内
商
工
会
の
会
員
を
対
象
と

し
た
優
遇
融
資
制
度
「
優
遇
提
携

ロ
ー
ン
」
を
創
設
し
た
。

　

こ
れ
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
商
工
会
員
を
対
象
に
事

業
資
金
調
達
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
貸
付
条
件
等
の
面
で
有
利
な

取
り
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
。

　

八
月
十
五
日
現
在
、
北
陸
銀
行
、

富
山
銀
行
、
富
山
第
一
銀
行
、
富

山
信
用
金
庫
で
既
に
取
扱
い
を
開

始
し
て
い
る
。

マル経審査委員等百名余りが出席
して行われた研修会

会
員
優
遇
提
携
ロ
ー
ン
を
創
設

会
員
優
遇
提
携
ロ
ー
ン
を
創
設

金
融
機
関
と
取
扱
い
開
始

金
融
機
関
と
取
扱
い
開
始

銀
行
北
陸
支
店
企
画
調
査
課
の
中

山
智
裕
課
長
よ
り
「
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
づ
く
り
活
動
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
題
し
講
演
が
あ
っ
た
。

　

中
山
氏
は
、
日
本
政
策
投
資
銀

行
の
役
割
に
つ
い
て
、
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
進
展
・

完
遂
の
役
目
の
ほ
か
、
高
度
な
技

術
開
発
力
を
も
つ
地
場
企
業
の
資

金
調
達
支
援
と
し
て
融
資
や
私
募

債
等
の
保
証
を
行
い
、
地
元
へ
の

資
金
還
流
を
促
進
し
て
い
る
と
話

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

富
山
支
店
長
の
柳
原
恒
美
氏
と
高

岡
支
店
長
の
山
本
要
氏
か
ら
国
民

生
活
金
融
公
庫
の
現
状
と
企
業
経

営
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
後
、
日

頃
の
審
査
を
行
う
上
で
の
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
・
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。

　

七
月
二
十
一
日
、
富
山
市
内
に

お
い
て
、
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
融
資
制
度
（
マ
ル
経
制
度
）
審

査
委
員
等
百
名
余
り
の
出
席
の
も

と
適
正
な
る
運
用
と
利
用
拡
大
が

図
ら
れ
る
よ
う
平
成
十
七
年
度
マ

ル
経
審
査
委
員
研
修
会
を
開
催
。

　

研
修
会
で
は
、
日
本
政
策
投
資

県連合会

　

取
扱
い
金
融
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
、

金
利
、
保
全
、
審
査
機
関
、
融
資

期
間
な
ど
に
優
遇
条
件
を
設
け
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
つ
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
融
資
利
率
に
お

い
て
は
、
条
件
が
満
た
せ
ば
所
定

金
利
か
ら
最
大
０
・
５
％
の
優
遇

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
商
品
も

あ
る
。
各
商
工
会
で
は
、
会
員
企

業
に
対
し
提
携
先
金
融
機
関
の
紹

他
の
金
融
機
関
と
も
連
携

７月２１日
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中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

七
月
一
日
か
ら
、
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
の
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
は
、
本
年
四
月
の
中
小
企
業
新

事
業
活
動
促
進
法
の
制
定
に
伴
い
、

創
業
や
経
営
革
新
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
指
導
事
業
で
、
県
連
合

会
に
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
窓

口
相
談
員
を
設
置
し
て
、
新
法
に

基
づ
く
創
業
及
び
経
営
革
新
計
画

の
承
認
企
業
を
よ
り
多
く
輩
出
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
が
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
取
り
組
む
際
に
、「
経
営
革
新

計
画
」
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
補

助
金
、
融
資
、
税
制
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
が
利
用
で
き
る
。

　

商
工
会
連
合
会
で
は
、
窓
口
相

談
と
専
門
家
派
遣
な
ど
に
よ
り
、

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
る

た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の

商
工
会
ま
た
は
富
山
県
商
工
会
連

合
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
―
４
４
１

―
２
７
１
６
）
ま
で
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け

る
と
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

■
税
の
優
遇
措
置

①
機
械
設
備
導
入
の
特
別
償
却
や

税
額
控
除
、
法
人
税
還
付
等
の

優
遇
措
置
が
あ
る
。

■
保
証
・
融
資
制
度
の
優
遇
措
置

①
信
用
保
証
協
会
の
保
証
限
度
額

が
拡
大
さ
れ
る
。

②
政
府
金
融
機
関
か
ら
の
低
利
融

資
が
得
ら
れ
る
。

③
高
度
化
融
資
制
度
・
小
規
模
企

業
設
備
資
金
貸
付
制
度
の
特
例

が
適
用
に
な
る
。

■
補
助
金
・
投
資
の
優
遇
措
置

①
市
場
調
査
、
販
路
開
拓
、
商
品

開
発
等
の
経
費
に
つ
い
て
県
か

ら
補
助
さ
れ
る
。

②
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
の
投
資

対
象
と
な
り
資
金
調
達
が
期
待

で
き
る
。

■
販
路
開
拓
の
支
援
措
置

①
販
路
開
拓
専
門
員
が
新
商
品
を

商
社
・
企
業
等
に
紹
介
や
取
次

ぎ
を
行
う
。

②
開
発
商
品
を
中
小
企
業
総
合
展

へ
参
加
す
る
機
会
を
提
供
。

■
そ
の
他
の
優
遇

①
開
発
し
た
商
品
の
特
許
審
査
請

求
料
、
特
許
料
が
減
額
さ
れ
る
。

　

大
沢
野
町
、
細
入
村
両
商
工
会

が
合
併
に
向
け
て
協
議
を
行
う
、

第
二
回
合
併
協
議
会
（
野
村
正
也

会
長
）
が
八
月
一
日
、
大
沢
野
町

商
工
会
館
で
委
員
十
六
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

両
商
工
会
は
昨
年
十
一
月
に
合

併
に
向
け
て
県
内
最
初
の
基
本
協

定
を
締
結
し
、
そ
の
後
、
組
織
・

事
業
と
財
務
の
各
専
門
委
員
会
や

事
務
局
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

部
会
に
よ
り
、
合
併
に
関
す
る
諸

課
題
等
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
専
門
委
員
会
で
協
議
し
て

き
た
結
果
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
新
商
工
会
の
名
称
や
定

款
・
規
約
、
事
業
計
画
、
予
算
な

ど
を
決
め
て
、
十
二
月
初
旬
頃
ま

で
に
は
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
合

併
の
議
決
、
調
印
式
を
行
な
い
、

十
八
年
四
月
一
日
の
新
商
工
会
発

足
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

大沢野商工会館で開かれた合併協議会

富
山
県
商
工
会
連
合
会

第
２
回
大
沢
野
・
細
入
地
区

商
工
会
合
併
協
議
会

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　弱い動きがみられるも
のの、おおむね横ばい。

�生　　産�

　持ち直している。

�設　　備�

　引き続き増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、
引き続き改善している。

�企業倒産

　減少傾向にある。
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　８月１日より会員サービスの一環として、商工会員の方に限り貸付条件等の面で有利な扱いが受けられ
る、新たな事業資金融資をスタートしました。

事 務 所 / 富山市山室荒屋５１４　第二スタジオ / 富山市針原中町
第一スタジオ / 富山市五福新町

素　泊　大人３，９６１円
朝食付　大人４，６５４円

富  山  信  用  金  庫富   山  第  一  銀  行富　   山　   銀　   行北　   陸　   銀 　  行項目＼金融機関

とみしん商工会メンバーズローンファーストサポート（商工会メン
バーズ融資）とやま商工会メンバーズ融資ほくぎん商工会メンバーズローン名         称

平成１７年８月１５日より平成１７年８月１５日より平成１７年８月１０日より平成１７年８月１日より取扱開始日

・商工会員（会員歴１年以上）で
会費の未納のない方

・当金庫の営業地域内で原則３年
以上継続的に正常な事業活動を
行っている法人及び個人事業者

・確定した決算書２期分を提出可
能なこと

・最新の決算において、実質債務
超過でないこと

・各種税金の未納がないこと

・商工会員で会費を完納し、次の
要件を満たす方

・業歴３年以上の当行取引新規・
既往先

・直近決算期において赤字（一過
性を除く）でないこと、且つ繰
越損失が発生していないこと

・当行所定の審査基準を満たすこ
と

・商工会員で会費に未納のない方
・下記に該当する法人及び個人事
業主の方
・事業設立後２年以上で決算書２
期分提出可能な方

・商工会員で会費に未納のない方
・年商１０億円未満の法人の方及び
青色申告の貸借対照表のある個
人事業主の方

・業歴２年以上の方
・直近決算において債務超過でな
い方

・納期の到来した税金に未納がな
い方

融資対象者

証書貸付証書貸付証書貸付証書貸付融 資 形 式

運転資金　・　設備資金運転資金　・　設備資金運転資金運転資金資 金 使 途

５００万円以内（但し５００万円超は保
証協会付で対応）
運転資金：月商の３ヶ月が限度
設備資金：所要資金の１００％以内

３，０００万円（前期平均月商が上限）３，０００万円以内１００万円以上３，０００万円以内（１０万
円単位）
但し、直近決算における平均月商
の３ヶ月以内

融 資 金 額

運転資金：５年　設備資金：７年５年以内（据置なし）５年以内（据置なし）６ヶ月以上５年以内（据置期間６
ヶ月以内）融 資 期 間

・当庫「とみしんアシスト」の金利
より０．２％優遇→２．３％～５．３％
（変動金利）

・審査結果に応じた当庫所定の金
利

・保証協会利用の場合は上記金利
より０．５％引下げて取り扱いし
ます

変動金利・利息先取り
・当行所定の最優遇金利から
０．１％を優遇

変動金利　年１．８７５％以上
・※「中小会社会計基準適用に関
するチェックリスト」の提出に
より、さらに０．１％優遇

当行所定の審査により決定、年
２．３％～（変動金利）
・商工会員の方は０．１％優遇
・※「中小会社会計基準適用に関
するチェックリスト」の提出に
より、さらに０．２％優遇

・「事業計画書」の提出により、さ
らに０．２％優遇

融 資 利 率

原則、不要
但し、保証協会利用の場合、協会
基準による

原則、不要不要不要
担         保

第三者の保証は原則として不要で
す
①法人の場合：代表者のみ
②個人事業者の場合：法定相続人
又は事業後継者のいずれか１名

但し、保証協会利用の場合、協会
基準による

法人の場合は代表者
個人の場合は法定相続人（１名）

法人の場合は代表者（共同代表の
場合は全員）
個人事業主の方は原則不要です。

法人：代表者
個人事業主：不要

連帯保証人

保証協会利用の場合、協会基準に
よる

不要不要不要信用保証協会

元金均等返済元金均等毎月分割返済元金均等返済（利払いは１ヶ月毎
前払い）

毎月元金均等返済返 済 方 法

なし５，２５０円融資実行時及び繰上返済・条件変
更の場合
５，２５０円（消費税込）

融資実行時に５，２５０円
約定書用紙代２１０円事務手数料

・スピード審査（原則　５営業日
で回答）、本部決裁

原則、申込受付日より３営業日以
内に回答する審 査 期 間

当庫窓口に直接申込（借入申込書
の記入含め）

当行窓口に直接申込（借入申込書
の記入含め）

当行窓口に直接申込（借入申込書
の記入含め）

当行窓口に直接申込（借入申込書
の記入含め）申 込 方 法

・地元商工会発行の「会員証明書」
・決算書２期分　　他

・地元商工会発行の「会員証明書」
・決算書３期分
・商業登記簿謄本（法人の場合）　
　他

・地元商工会発行の「会員証明書」
・決算書２期分　　他

・地元商工会発行の「会員証明書」
・直近２期分の税務申告書
・商業登記簿謄本写し
・納税証明書　　他

必 要 書 類

（平成１７年８月１０日現在）

（注１）※印→日本税理士会連合会制定の「中小会社会計基準適用に関するチェックリスト」（顧問税理士の署名捺印のあるもの）
（注２）融資金額、融資期間及び融資利率等は各金融機関所定の審査により決定されます。また、審査の結果、他の制度への切り替えやご希望に添えない場合が

あります。
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平
成
元
年
に
、
大
山
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
農
産
物
加
工
）
が

設
置
さ
れ
た
の
を
期
に
、
町
内
各

地
域
で
特
産
品
開
発
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

富
山
県
高
等
学
校
協
会
（
会
長

　

中
山
慶
一
）
よ
り
県
連
合
会
へ
、

高
校
卒
業
者
の
採
用
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　

来
春
本
県
の
高
校
卒
業
予
定
者

は
約
一
万
百
名
余
り
で
、
こ
の
う

ち
約
十
八
％
の
者
が
就
職
を
希
望

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
将
来

を
担
う
若
者
が
、
本
県
の
産
業
基

盤
を
し
っ
か
り
支
え
、
自
己
実
現

で
き
る
よ
う
、「
高
校
生
の
雇
用
枠

の
拡
大
、
確
保
」「
女
子
生
徒
の
積

極
的
な
採
用
」「
障
害
者
雇
用
の
促

進
」
な
ど
が
要
請
さ
れ
た
。

高
卒
者
採
用
へ
協
力
要
請

高
卒
者
採
用
へ
協
力
要
請

稚
児
舞

九
月
四
日

国
指
定
・
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

下
村
商
工
会 胡蝶の舞胡蝶の舞

��������	

���������

農事組合法人 味彩おおやま（大山）

富
山
市
田
畠
４
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
‐
４
８
３
‐
１
４
１
７

味彩おおやまの皆さん
販
売
の

％
が
み
ょ
う
が
寿
し

６０

地
域
伝
統
の
味
を
特
産
品
に

　

こ
の
取
り
組
み
は
県
内
農
村
女

性
グ
ル
ー
プ
の
特
産
品
生
産
の
先

導
的
立
場
を
担
い
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
特
産
品
生
産
は
小

規
模
な
こ
と
も
あ
っ
て
生
産
、
販

売
も
思
う
よ
う
に
伸
び
な
い
こ
と

か
ら
、
平
成　

年
６
月
に
特
産
品

１４

加
工
三
グ
ル
ー
プ
（
み
ょ
う
が
マ

マ
・
薬
師
会
・
ま
ん
さ
く
グ
ル
ー
プ
）

の
メ
ン
バ
ー
十
九
人
に
よ
る
農
事

組
合
法
人
「
味
彩
お
お
や
ま
（
代

表　

高
沢
百
合
枝
）」を
設
立
し
、

昔
か
ら
家
庭
に
伝
わ
る
味
を
後
継

者
に
伝
承
し
な
が
ら
新
た
な
特
産

品
を
造
り
育
て
て
い
き
た
い
と
、

現
在
女
性
だ
け
で
活
躍
中
で
す
。

　
「
味
彩
お
お
や
ま
」で
は
、
み
ょ

う
が
寿
司
を
は
じ
め
、漬
物（
み
ょ

う
が
、
ウ
リ
、
し
い
た
け
等
）、
こ

お
り
餅
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
煎
餅
の
菓

子
類
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
う
ど
ん
等
多

数
の
特
産
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
立
中
央
農
業
高
校
と

大
山
地
域
特
産
品
協
議
会
と
で
開

発
さ
れ
た
食
味
は
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
と

似
て
い
て
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
「
む

ら
さ
き
ダ
イ
ジ
ョ
芋
（
商
標
登
録

申
請
中
）」を
使
っ
た
う
ど
ん
が
試

作
さ
れ
、
朝
市
等
で
販
売
し
た
と

こ
ろ
好
評
を
得
て
お
り
、
将
来
は

み
ょ
う
が
寿
し
と
並
ぶ
大
山
特
産

品
に
し
よ
う
と
商
工
会
、
関
係
者

一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

む
ら
さ
き
芋
の
う
ど
ん
を
共
同
開
発 売上№１のみょうが寿し

　

商
工
会
で
は
、
こ
れ
ら
特
産
品

の
販
売
を
支
援
す
る
た
め
、
隣
接

す
る
直
売
所
や
立
山
山
麓
の
観
光

施
設
へ
の
納
入
や
県
内
外
で
開
か

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
を

斡
旋
し
た
結
果
、
年
間
二
千
五
百

万
円
の
販
売
実
績
を
上
げ
、
そ
の

六
十
％
は
み
ょ
う
が
寿
し
が
占
め

て
い
ま
す
。
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企
業
は
、
お
よ
そ
七
割
が
赤
字

経
営
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
、

欠
損
が
三
年
も
連
続
し
て
続
い
て

い
る
企
業
が
お
よ
そ
七
割
と
も
い

わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
景
気
は
今
、

絶
好
調
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
環

境
も
超
緩
和
し

て
い
る
。
そ
こ

で
、
将
来
を
真
剣
に
考
え
た
い
課

題
が
あ
る
。

　

企
業
経
営
の
中
で
最
も
辛
い
こ

と
は
、
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
寝
る
に
寝
ら
れ
な
い

解
決
す
る
対
策
に
取
り
組
む
の
で

あ
る
。
将
来
を
考
え
て
み
る
機
会

で
あ
る
。
否
、
不
安
を
解
消
す
る

嘘
の
無
い
「
再
建
計
画
」
を
構
築

し
て
、
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
小
規
模

企
業
を
営
む
家
族
が
結

集
し
て
、
勇
気
を
も
っ

て
、
厳
し
く
て
も
赤
字

経
営
を
一
掃
す
る
総
力
を
発
揮
し

て
欲
し
い
―
―
の
で
あ
る
。

　

小
規
模
な
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
は
、
中
小
企
業
の
お
よ
そ
七
割

と
い
う
。

心
配
が
あ
っ
て
は
、
販
売
促
進
活

動
や
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
借
入
金
の
返
済
の
た
め

に
商
売
を
続
け
て
い
る
よ
う
な
苦

し
い
毎
日
で
あ
る
。
こ
ん
な
悩
み

が
あ
っ
て
は
、
積
極
的
な
経
営
や

企
業
の
安
全
対
策
な
ど
十
分
に
は

出
来
な
い
。

　

だ
か
ら
、
景
気
に
不
況
感
が
消

え
た
今
こ
そ
、
企
業
の
問
題
点
を

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

宇
奈
月
町
商
工
同
友
会

　

宇
奈
月
町
の
新
た
な
特
産
・
観

光
事
業
に
宇
奈
月
町
商
工
同
友
会

（
羽
柴
進
一
会
長
）
総
勢
二
十
一

名
が
七
月
三
十
一
日�
、
宇
奈
月

町
の
大
原
台
ス
キ
ー
場
に
そ
ば
の

種
ま
き
を
実
施
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
は
、
冬
季
期
間
以
外

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た

た
め
、
新
た
な
活
用
を
図
る
こ
と

と
し
た
も
の
。
メ
ン
バ
ー
が
六
月

そばの種まきに汗を流す同友会員

上
旬
か
ら
草
刈
り
や
土
壌
改
善
の

た
め
の
消
石
灰
散
布
等
を
実
施
し
、

よ
う
や
く
種
ま
き
が
完
了
。
種
は

そ
ば
の
他
に
コ
ス
モ
ス
種
も
ま
き
、

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
と
そ
ば
畑
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
新
た
な
観
光

名
所
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

な
お
、
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
る
。

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津
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犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

和
合
商
工
会
青
年
部

　

和
合
商
工
会
青
年
部
（
喜
田
吉

宏
部
長
）
は
七
月
十
七
日
、
地
域

防
犯
委
員
会
「
セ
ー
フ
テ
ィ
八
重

津
」
の
出
発
式
を
行
い
、
八
重
津

浜
周
辺
を
重
点
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
開
始
し
た
。

　

「
セ
ー
フ
テ
ィ
八
重
津
」
は
平

成
十
五
年
、
地
域
の
有
志
が
集
ま

っ
て
八
重
津
浜
海
水
浴
場
一
帯
の

防
犯
と
環
境
整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
よ
り
同
青
年
部
が
活
動

を
引
き
継
い
だ
。

　

今
年
は
、
７
・
８
月
の
土
日
を

重
点
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
予
定
。

防犯パトロールに向う青年部員

プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
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売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売

細
入
村
商
工
会

　

細
入
村
商
工
会
（
水
腰
英
文
会

長
）
は
、
消
費
者
の
地
元
購
買
率

を
高
め
る
た
め
、
八
月
三
日
か
ら

　

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
共
通
商
品

１５券
を
発
売
し
た
。
販
売
価
格
は
一

万
円
で
、
五
百

円
券
が
二
十
三

枚
つ
づ
り
の
冊

子
に
な
っ
て
い

て
計
一
万
一
千

五
百
分
の
買
い

物
に
使
え
る
。
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ま
た
、
会
場
に
来
ら
れ
た

方
々
に
、
庄
川
温
泉
郷
旅
館
か

ら
協
力
を
頂
い
た
「
温
泉
入
浴

券
」・
地
元
商
品
券
「
や
ま
ぶ
き

カ
ー
ド
」
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
消

費
者
が
既
存
商
店
街
に
回
遊
す

る
な
ど
相
乗
効
果
が
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

地
場
産
業
振
興
策
と
し
て

　

砺
波
市
庄
川
町
に
は
国
の
伝
統

的
工
芸
材
料
で
あ
る
「
庄
川
挽
物

木
地
」
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
外
国
製
品
の
流
入
、
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の

要
因
等
に
よ
り
業
界
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
売
り
込
む
こ
と
が
下
手
な

従
事
者
に
「
庄
川
な
ん
で
も
市
」

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

庄川町商工会　　 

主任経営指導員　神 谷 直 俊

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

●お問い合せは 

北日本印刷株式会社 
コミュニケーション支援企業 

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820 
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp
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カ
ー
ナ
ビ
の
耐
用
年
数

き
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
新
車
の
耐
用
年
数

と
同
じ
６
年
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

中
古
車
の
時

　

２
年
落
ち
の
中
古
車
の
場
合
、

こ
の
車
の
見
積
耐
用
年
数
は
４
年

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
車
に
新
品

の
カ
ー
ナ
ビ
を
取
付
け
た
時
は
、

こ
の
カ
ー
ナ
ビ
の
耐
用
年
数
は
中

古
車
と
同
じ
４
年
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

新
車
に
乗
換
え
時

　

下
取
車
か
ら
カ
ー
ナ
ビ
を
取
り

外
し
新
車
に
取
付
け
た
場
合
は
、

こ
の
カ
ー
ナ
ビ
の
取
得
価
格
は
、

未
償
却
残
高
に
取
付
費
用
を
加
算

し
た
金
額
に
な
り
、
そ
の
耐
用
年

数
は
新
車
の
耐
用
年
数
と
同
じ
６

年
に
な
り
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

新
車
（
耐
用
年
数
６
年
）

を
購
入
し
て
か
ら
１
年
半
た
っ
て

カ
ー
ナ
ビ
（
取
得
価
格　

万
円
）

３０

を
車
に
取
付
ま
し
た
が
、
こ
の
カ

ー
ナ
ビ
の
耐
用
年
数
は
何
年
に
な

り
ま
す
か
。

　

Ａ

�

６
年
償
却

　

車
両
に
常
時
搭
載
す
る
機
器

（
例
え
ば
ラ
ジ
オ
、
無
線
器
、
エ

ア
コ
ン
等
）
に
つ
い
て
は
車
両
と

一
括
し
て
そ
の
耐
用
年
数
を
適
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
省
令
で
定
め
る
耐
用
年

数
を
適
用
し
て
い
る
資
産
に
つ
き
、

資
本
的
支
出
を
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
現
に
適

用
し
て
い
る
耐
用
年
数
に
よ
る
べ

「
庄
川
な
ん
で
も
市
」で

地
域
活
性
化�

庄
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

　

商
工
会
で
は
、
庄
川
水
記
念
公

園
一
帯
を
会
場
に
し
て
、
毎
年
六

月
〜
十
月（
毎
月
第
四
日
曜
日
）に

「
庄
川
な
ん
で
も
市
」（
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
）
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
新
規
創
業
に
挑
戦
す

る
き
っ
か
け
の
場
所
提
供
と
し
て
、

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
を

通
し
た
交
流
人
口
増
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
市
の
開
催
に
よ
り
、
近
隣

市
町
村
お
よ
び
県
外
観
光
客
に
砺

波
市
庄
川
町
の
イ
メ
ー
ジ（
木
工
・

温
泉
・
ゆ
ず
）
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

フリーマーケットで賑う「庄川なんでも市」

実
演
を
ま
じ
え
て
販
売
す
る
こ
と

で
、
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
市
場
の
ニ
ー
ズ

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

木
工
絵
皿
体
験
教
室
や
、
気
軽
に

挽
物
体
験
出
来
る
ミ
ニ
ろ
く
ろ
は
、

地
元
内
外
の
参
加
者
に
、
よ
り
実

感
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
今
後
に

　

こ
の
よ
う
に
、「
庄
川
な
ん
で
も

市
」
で
、
色
々
な
仕
掛
作
り
、
試

み
等
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

・
来
場
者
を
い
か
に
地
域
内
消
費

に
結
び
つ
け
る
か

・
毎
月
特
色
あ
る
テ
ー
マ
を
決
め

る
こ
と
に
よ
る
マ
ン
ネ
リ
防
止

・
参
加
者
が
自
か
ら
運
営
す
る
組

織
作
り

・
自
然
の
美
し
さ
憩
い
が
あ
る
会

場
の
新
観
光
ス
ポ
ッ
ト
造
り

　

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
、
課
題
を

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
、
よ
り
効
果

が
上
が
り
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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福祉共済があなたの　
暮らしをまもります。

わずかな掛金で事故や
ケガを補償します。　

掛金・共済金は、
年齢・性別・職種に
関係なく一律！

充実した
入院・通院補償！

国内外・２４時間
フルカバー！

手術にも
手厚い補償！

高水準の入院補償と
死亡補償を両立！

お申込・お問い
合わせはお近くの
商工会へ

平成１６年９月１日から新たに疾病入院見舞金
が追加になりました。（３０日以上入院の場合、
Ａタイプ５万円、Ｃタイプ２．５万円）

�１０月１日に平成１７年度国勢調査を行い
ます。

�国勢調査は、法律に基づいて行われる
人口と世帯に関する最も基本的な統
計調査で、日本に住んでいるすべての
人が対象となります。

�９月下旬から１０月上旬にかけて、国勢
調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配
布と受け取りにうかがいます。

�国勢調査員をはじめと
する調査関係者には、守
秘義務があり、調査内容
の秘密は保護されます。

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る

労
働
者
の
健
康
障
害
防
止
対
策
の

充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
事
業
者

は
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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ここここここここここここここここ
のののののののののののののののの
省省省省省省省省省省省省省省省省
令令令令令令令令令令令令令令令令
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施
日日日日日日日日日日日日日日日日
はははははははははははははははは

　

こ
の
省
令
の
実
施
日
は

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年
７７７７７７７７７７７７７７７７
月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
でででででででででででででででで

年
７
月
１
日
か
ら
で
すすすすすすすすすすすすすすすすす

１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７１７

　

『
第
十
九
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む

ら
お
こ
し
展
』
が
平
成
十
七
年
十

一
月
二
十
五
日�
〜
十
一
月
二
十

七
日�
ま
で
東
京
都
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

本
年
度
は
『
商
工
会
の
物
産
展

〜
い
い
も
の
揃
え
て
、
お
国
自
慢

〜
』
を
テ
ー
マ
に
む
ら
お
こ
し
特

産
品
の
展
示
・
販
売
を
は
じ
め
と

し
て
、
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
が

展
開
さ
れ
る
。
ま
た
、
流
通
業
者

等
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
待
し
て
、
商

談
・
取
材
の
場
も
提
供
す
る
。

　

出
展
募
集
期
間
は
八
月
下
旬
よ

り
九
月
中
旬
を
予
定
。
お
問
い
合

わ
せ
・
お
申
込
み
は
、
最
寄
り
の

商
工
会
ま
た
は
富
山
県
商
工
会
連

合
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
―
４
４
１
―

２
７
１
６
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
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１

�

建
築
物
等
の
解
体
等
に
お
け

る
石
綿
使
用
の
事
前
調
査

２

�

建
築
物
等
の
解
体
等
に
お
け

る
作
業
計
画
作
成
の
義
務
付
け

３

�

解
体
等
作
業
の
届
出

４

�

建
築
物
等
に
お
け
る
石
綿
等

の
除
去
、
封
じ
込
め
等
の
措
置

《
詳
細
な
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

富
山
労
働
局
安
全
衛
生
課
又
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/to

        
 
 
  
   
         
‐

pics/2005/02/tp0224
1.htm

l

                   
‐     
 

　

県
連
合
会
で
は
、
商
工
会
地
域

の
商
業
振
興
に
資
す
る
た
め
、
各

地
域
の
商
店
街
関
係
者
等
に
よ
る

懇
談
会
を
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

す
る
。

第
一
回　

個
店
の
魅
力
強
化
Ⅰ

・
日
時　

九
月
七
日�

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

・
場
所　

富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

・
テ
ー
マ
「
ス
タ
ン
プ
・
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
の
課
題
と
取
り

組
み
」

・
講
師　

輪
島
市
商
店
連
盟
協
同

組
合
理
事
長　

小
山
桂
一　

氏

第
二
回　

個
店
の
魅
力
強
化
Ⅱ

・
日
時　

九
月
二
十
二
日�

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

・
場
所　

創
遊
館
（
井
波
）

・
テ
ー
マ
「
一
店
逸
品
運
動
の
推

進
と
キ
ラ
キ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
」

・
講
師　

向
島
橘
銀
座
商
店
街
協

同
組
合
理
事　

大
和
和
道　

氏

第
三
回　

中
心
市
街
地
活
性
化

・
日
時　

十
月
十
四
日�

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

・
場
所　

福
野
商
工
会

・
テ
ー
マ
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
を
い
か

に
実
施
計
画
に
移
す
か
」

・
講
師　

十
和
田
商
工
会
議
所

　

商
業
対
策
委
員
長

　

小
関　

力　

氏

第
四
回　

大
型
店
問
題
と
ま
ち
づ

く
り

・
日
時　

十
月
二
十
七
日�

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

・
場
所　

富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

・
テ
ー
マ
「
大
型
店
の
適
正
配
置

と
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

・
講
師　

ま
ち
づ
く
り
条
例
研
究

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

坂
田
克
乗　

氏

　

申
し
込
み
は
地
元
の
商
工
会
へ

開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

商
業
活
性
化
懇
談
会
開
催（
四
回
シ
リ
ー
ズ
）
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一
日�
か
ら
三
日�
坂
の
町
八

尾
で
は
二
百
十
日
の
大
風
を
お
さ

め
、
五
穀
豊
穣
と
永
世
の
繁
栄
を

祈
る
た
め
に
、
お
わ
ら
風
の
盆
の

幕
開
け
を
迎
え
る
。

　

こ
の
お
わ
ら
風
の
盆
は
、
今
も

昔
も
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
や

ま
な
い
。
夕
暮
れ
を
過
ぎ
て
家
並

み
に
ぼ
ん
ぼ
り
の
淡
い
灯
が
と
も

る
と
、
長
い
夜
の
町
流
し
が
始
ま

る
。
揃
い
の
浴
衣
に
身
を
つ
つ
み

哀
調
を
帯
び
た
音
色
に
合
わ
せ
、 ぼんぼりの灯に照らされ踊る町流し

優
雅
な
手
振
り
で
老
若
男
女
が
町

を
流
し
歩
く
お
わ
ら
風
の
盆
は
、

三
百
年
の
歴
史
を
守
り
素
朴
な
中

に
も
気
品
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

町
流
し
の
後
ろ
に
は
、
哀
愁
漂

う
音
色
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
が
自

然
に
つ
ら
な
り
、
誰
も
が
お
わ
ら

に
染
ま
っ
て
い
く
。

お
わ
ら
風
の
盆

八尾町

二
口
熊
野
社

火
渡
り
神
事

大門町
　

八
日�
、
大
門
町
二
口
熊
野
社

秋
祭
り
の
火
渡
り
神
事
が
執
り
行

わ
れ
る
。

　

火
に
よ
っ
て
け
が
れ
を
焼
き
払

う
と
い
う
不
動
明
王
信
仰
に
基
づ

く
も
の
で
、
山
伏
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
頭
の

獅
子
が
町
内
を
巡
回
後
、
夕
刻
大

門
町
二
口
熊
野
社
鳥
居
に
積
ま
れ

た
約
二
メ
ー
ト
ル
の
稲
わ
ら
に
点炎の中を勇壮に駆け抜ける獅子方

火
さ
れ
、
そ
の
燃
え
上
が
る
炎
の

中
を
三
頭
が
勢
い
よ
く
走
り
抜
け
、

そ
の
後
か
ら
ご
神
体
を
乗
せ
た
神

輿
が
境
内
に
入
場
す
る
と
い
う
県

内
で
も
珍
し
い
お
祭
り
で
す
。

五
箇
山
麦
屋
ま
つ
り
、

こ
き
り
こ
祭
り

五箇山

白山宮境内こきりこ祭り

　

二
十
三
日
・
二
十
四
日
は
、
平

家
の
落
人
が
在
り
し
日
の
栄
光
栄

華
を
偲
ん
で
唄
い
踊
っ
た
麦
屋
節

を
中
心
に
、「
五
箇
山
麦
屋
ま
つ

り
」
が
南
砺
市
下
梨
地
主
神
社
の

境
内
で
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
十
五
日
・
二
十
六
日

は
、
南
砺
市
上
梨
白
山
宮
に
て
大

化
の
改
新
の
頃
よ
り
田
楽
と
し
て

発
祥
し
唄
い
継
が
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
こ
き
り
こ
唄
を
中
心
に
「
こ

き
り
こ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
う
。

お問合せ先日　時イベント名
０７６３‐６８‐２３５６�舞台芸術財団演劇人会議利賀事務所８／１�～９／１６�利賀サマー・アーツ・プログラム２００５
０７６‐４５５‐３１８１八尾町商工会９／１�～９／３�おわら風の盆
０７６‐４６３‐１２２１立山町商工会９／３�　１６：００～１９：００まほろば夕市
０７６３‐２２‐２５３６福野町商工会９／３�　９：００～１３：００市の里ふくの昼市
０７６６‐５２‐３５１０大門町商工会９／８�二口熊野社火渡り神事
０７６６‐５３‐１００５櫛田神社社務所９／１０�櫛田神社秋の例大祭
０７６３‐８２‐０１８４井波観光協会９／１７�～９／１９�寺のまちアート in いなみ２００５
０７６‐４７２‐０７１６上市町商工会９／１８�市姫さんど
０７６５‐６２‐１５１５宇奈月温泉観光協会９／１９�～２５�越中おわら宇奈月編・仲秋の部
０７６３‐６６‐２０４４五箇山商工会９／２３�～２６�五箇山麦屋まつり・こきりこ祭り
０７６６‐６４‐３０８８福岡町商工会９／２３�～２４�つくりもんまつり
０７６６‐３６‐０２４６中田かかし祭運営協議会９／２３�～２５�第２２回中田かかし祭り
０７６３‐８２‐１１５５庄川町商工会９／２５�庄川なんでも市（フリーマーケット）


